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国立大学法人 長岡技術科学大学 

平成28年度第５回経営協議会議事要旨 

 

日 時  平成29年3月9日（木）15時00分～16時50分 

場 所  ＫＫＲホテル東京（朱鷺） 

出席者  東議長、池田委員、大貝委員、岡田委員、岸委員、五味委員、関委員、谷口委員、

鎌土委員、三上委員、横山委員、小松委員、中出委員、大石委員 

（議事の表決委任による出席天羽委員、磯田委員） 

欠席者  合田委員 

陪席者  齋藤監事、滝上監事 

事務局  総務部長、学長戦略課長、ＩＲ・企画課長、総務課長、財務課長、総務課課長補佐、

学長戦略課評価・広報係長、総務課総務係長、財務課予算係長、財務課予算係員、

総務課総務係員 

 

議事に先立ち、東議長から平成28年度第４回議事要旨(案)について説明があり、案のとおり

承認した。 

 

審議事項 

１．第３期中期計画の変更について 

 鎌土委員から、資料１に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

  

２．平成29年度年度計画について 

鎌土委員から、資料２に基づき説明があった。 

 また、本計画については3月31日までに文部科学省へ提出するため、それまでに軽微な修正や

追記事項等が生じた場合は、学長に一任願いたい旨の説明が併せてあり、審議の結果、これを

了承した上で本件を承認した。 

 

主な質疑応答は以下のとおり。 

○研究分野の強みのある３つの分野は、学内のコンセンサスがとれているか 

●３つの分野は大枠での柱と考えており、学内の集会等で示している。 

 分野を立てるにあたっては、ＩＲ活動により、論文の質や産学連携の観点から外部資金の獲

得状況等を確認のうえ、主要研究者を当てて、そこから研究が発展するよう各分野に２つのグ

ループを作った。参画者は６０人程度である。 
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○各研究分野における進捗を確認できるものはあるか。 

●平成28年10月から開始しているが、既に何回か集まって、今後の計画等を議論している。 

 また、4月には学長によるヒアリングを実施し、外部資金獲得に向けたアプローチなどを確認

するなど、その分野のリーダーと意見交換する。やはり、外部資金の獲得状況が指標になって

くる。 

 

○国際技学教育認証委員会とあるが、最終的にできたという判断は 

●将来的には第三者が認証しないといけないと思っているが、まずは実践的技術者を育成する

プログラムの評価について、様々な新興国と一緒になって議論し、自己評価することが土台に

なると考えている。現在は、いろいろな組織とコンタクトを取りながら検討している段階であ

る。 

 

○中期目標期間中の目標達成に向け、中期計画に数値目標があるものに対して、平成29年度の

年度計画に数値目標が設定されていないものがあることが気にかかる。ＩＲで分析し、可能な

範囲で少しでも具体的になればいいと思う。 

●中期目標期間の最終年である平成３３年を目標にしており、今はスタートアップとしての体

制を整備することとした。 

 

○プロジェクト志向マネージャーを育てるとあるが、プロジェクト的なものか。いろいろな個

別計画がある中で、全体計画の中での位置づけと、それをどのように管理しているか。 

●大学全体の教育プログラムを総括する教育戦略本部を設置し、各プログラムの整合性等を検

討している。先導的な取組として、プロジェクトマネージャーを育成するプログラムを技術科

学イノベーション専攻で実施しているところである。 

 

○ベンチャー企業志向プロジェクトマネージャーの育成に関しては、すべてのメーカーがその

ような人材を育成して欲しいと願っている。 

●国際大学との包括的連携により、５年一貫制博士課程コース生が出向き、すべて英語で講義

を受けるなどのプログラムを、既に開始している。 

 

３．就業規則の改正について 

横山委員から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 
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４．平成29年度長岡技術科学大学予算編成について 

横山委員から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

主な質疑応答は以下のとおり。 

○財政状況が厳しい中で、新たな取組をはじめようとすると、国のプロジェクト経費を獲得す

るしか方法はないか。 

●学長戦略経費を２億円程度計上している。その中で、産業界等から資金を獲得していく取組

や、すぐには予算獲得にはつながらない独創的な研究に対する助成を行っている。 

●文部科学省以外では、内閣府が地方創生に関係する予算を持っているので、全国の高専とそ

れぞれの地方自治体と協力して、資金獲得に向けた取組を進めていきたい。 

 

５．平成29年度資金運用方針について 

横山委員から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

 

報告事項 

１ 平成29年度経営協議会日程について 

 事務局から資料６に基づき、報告があった。 

 

 


